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青森県小泊における移植マコンブの生長

能登谷正浩・松宮 隆司*

，園、
Seasonal growth in transplants of Laminaria japonica var. 

japonica at Kodomari， Aomori Prefecture. 

民1asahiroNOTOYA and Takashi MATSUMIYA 

Growth of Laminnria jゆonuuVar-Mlりonicain blad length， width， wet weight， growth rate 

and decrease were obserred under transplanted from Horonai， Shiriyァaand Same， Aomori 

Prefecture. Blade growth showed from December to Jun or August. These three transplants 

could not showed high growth rate， became mature nor 2 -year -old blade in the site of warm 

αlITent紅白.Transplants of Horonai was became biggest frond and showed more adaptation of in 

the site. 

古こ森県沿岸におけるマコンブ、の分布は主に津軽海峡

から太平洋沿岸に至る海域に認められるが. 日本海沿

岸でも小j白村から竜~崎にかけて小きな群落が見られ

る。この海域は北上する対馬暖流の影響を受けて本llL

での7 コンブ生育地としては最も暖かい海域となって

〆『いる(能笠谷・足助1984)。ーー払この海域に綾息する

有用藻食性動物のアワビ，サザエ，ウ二世Hにとって7

コンブは高い餅料効率を持つことから，これらの増養

殖には重要なものとなっている。そこで筆者らは育成

県内 3ヶ所，即ち，八戸市鮫，束通村尻尿，小泊村袋

内からそれぞれ母様を得て，同一条件 Fで海中養成し，

各地方のマコンブがどのように生長するかについて比

較観察したので以一ドに報告する。

材料と方法

1984年11月3日に束通村民屋で，同年11月4日lこ小

泊村裳内で，同年11月5日に八戸市鮫でそれぞれ成熟

したマコンプを採集した (Fig.1)。 これらの藻体は直

ちに育一森県平内町茂浦にある青森県水産増殖センタ

a
 ，
 

• 
3
 

E
 
R
 
U
 
T
 
E
 
E
 
F
 
E
 

O
R
 
F
 
R
 
O
 
Mm 
nu 
-
H
 

SI.， 

140. w 

Fig. 1. Map showing the site of stations where 

the samples were collected (・) and 

cultivatcd (0) 

に是正び，遊走子を放Jれさせ応養を行った。培養条件は

15"C， 4000 lux， 14時間明期. 10時間H古期とし，応義

液には改変 GRUNDの培地 (MCLACHLAN1973)を

用いた。

*青森県水産部漁業振興課
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海中養成は1984年12月11日に小泊村折腰内(Fig.1) 

の沖合の水深10m地点に設置し，所謂ノレン式養殖

施設で開始した。長さ 3mのノレンを水深 1mに張っ

た幹綱に 2m間隔で結着した。各ノレンにはマコンブ

藻体が過密にならないように20本前後とした。

養成された謀体は1985年 3月12日から 4月9日， 5 

月16日. 6月20日. 8月5日， 10月28日までの言十6固

について大型の猿体から20本を選び，葉長，葉幅，葉

重量(ilE重量)を沼rJ定した。また，時期別の伸長量と

流失量を推定するため，あらかじめ葉体基部から上の

5 cmの中帝音1，にl白径 5mmの穴をあけ，標織として次回

の測定時に，穴の移動距離を測定した。
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各産地の養成必体の葉長，葉中品，葉重量:の季節変化

と調査時の現場における水温をそれぞれ Fig.2に示

した。

葉長の変化 (Fig.2-A) は各地種苗ともに同様の

伸長や減少傾向を示したが，中でも袋内と尻犀産はよ

く類似した c 3月に約40cmであったものが 4月には最

大の約90cmとなり，それ以降次第に知かくなり. 8月

には約30cm，10月28日の調合i時には藻体のほとんどが

流出し，茎の一部またはffX:恨のみが残っていた。鮫産

では上記2産地に比べ小型で，最大葉長を示した 4Jj

でも20-50cmで. 8月の調査時には全ての義体が流出

していた。

葉幅 (Fig.2-8) は産地によって異った生長曲線

を示し，袋内産ii3月には約 4cmて、あったが，その後

急に大きくなり. 5月には最大の約 7cmに達し，その-

f査はあまり減少することなく 8月までに 1- 2 cmの減

少であった。尻屋産は袋内産より約 1ヶ月ほど遅れて

増加し 6月に最大の約7.5cmに達したが，その後8

月までに減少して袋内産と同等の大きさとなった。鮫

産は 3月までに約3.5cmに達し，それ以降わずかに減

少は見られるものの 6月では約3cmと全体に小型のま

ま経過した c

葉重量 (Fig.2-C) は袋内産が段も大きくなり，

5月に最大の約40gに達した。尻屋産はゆっくりと増

加し. 6月に最大の約25gに，鮫産は顕著な増加は見

られずに最大となった 5月でも 5g前後であった。

葉長，葉幅，葉重量から単位面積当りの葉i~重量の

目安となる重量指数を各産地，時期別に計算すると

(Table 1.)，各藻体は各部位の生長変化とは異なり，

養成期間が長くなるにつれて大きな値となるため， r達

体の厚みが増していくことが判る。この値を各産地で

果結
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Fig. 2. Seasonal changes of blade length (A) . 

width (8)， wet weight (C) andsea water 

temperature at the cultivated station 

(0). Solid circle ; Horonai， Open circle 

; Shiriya， Solid rectangle ; Same. V町tical

bar standard deviation 
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Seasonal growth in transplants of Lami加問 japo削cavar目 Japon閥抗 Kodomari，Aomori Prefecture. 3 

Table 1. Seasonal changes of weight index in three local transplants of Laminaria japonica var. ja，戸別立な

Locality 

Horonai 

Shiriya 

Same 

lVIar. 12 

2.77 

3.38 

3.28 

Apr. 9 

3.55 

5.68 

4.47 

lVIay 16 

4.97 

6.56 

6.10 

]un. 20 

7.23 

7.26 

11.03 

Aug.5 

11.01 

10.93 

Bladβwet weight (g) 
Weight index二 xlOO

Blade len.必h(cm) X Blade width (αn) 

Table 2. Seasonal changes of daily growth and decrease (cm/day) of blade length in出回 localtransplants 

of Lami附加 jゅ'onzcavar. Japonzca 

Duration 
Horonai 

of 
Growth Decrease 

investigation 

1985 lVIar. 12 -Apr. 9 0.82 -0.66 

Apr. 9-lVIay 16 0.86 0.92 

lVIay 16-]un. 20 0.34 1.14 

]un. 20-Aug. 5 0.07 0.74 

比較すると鮫産は 6月に1l.03と最も早く大きな値に

達し，袋内，尻屋産は 8月に至ってこれと同等の値に

達した。

藻体の生長量と流出量は Table2に示したが，各

時期の生長量は袋内産では 4月から 5月に，鮫産では

3月から 4月に最も大きい値を示した。尻屋産て、は 3

月の調査時に襟織を付けられなかったため， 3月-4

月の生長量は算出できなかったが，前述の葉長の変化

から袋内産と同様に 4月から 5月の生長量が最大とな

るものと推測される。また，流出量については袋内，

Shiriya Same 

Growth Decrease Growth Decrease 

0.64 0.78 

0.66 1.08 0.35 0.61 

0.30 1.19 0.13 0.62 

0.05 0.54 

& TORII 1973， 1974;三本菅・鳥居 1977; SANBON 

SUGA 1978)。その結果，形態は生育環境条件によって

変化するが，移植後も各産地母藻の特徴を表わすこと

が碓認されている。

戸『尻犀産ともに 4月から 6月に高い値を:1]':;したが，鮫産

ていは 3月から 6月まで大きな変化が認められずはぼ一

定の流出量であった。また，主主内産の 3月から 4月の

流出量が7 イナスの値となったことは，葉体基部から

5 cmより上部で大きく生長したためと考えられる。

本移柄実験では各産地種苗とも夏期までの生育が記、

められたが，その後は子嚢斑を形成することなく流出

し， 2年生とはならなかった。中でも、鮫産は早期に

流出した。当海域はH差iJItの影響が強<，マコンブ生育

の限界の高水温海域てーあるとともに各地純苗の持つ温

度適応性が，それぞれの生長傾向に表われたものと推

察される。Jlllち，実験海域のこく近くの袋内産は今回

の各樋苗の中で最もよい生育を示したが，養成種苗は

ノレンにより水深 1~3m に吊されたため，夏期に上

層の高水温に晒され，全て流出したものと考えられる。

逆に鮫は寒流に洗われる海域にあるため， 3月頃まで

は他の種苗と同様の生長を示すが， 4月頃からは急

に水温の上昇する当実験海域では適応できなかったも

のと推察される。尻屋は両者の中間に位置するが，士、I

馬岐流の一部は津軽海峡を通り，尻犀から F北半島沿

岸を南下しているため，以内産と似た生長傾向を示し

たものと考えられる。

養成地点における水温変化 (Fig.2-D) は3月に

約 6'cでその後次第に上昇し， 8月には約25'Cに達し

た。この水温変化は鮫や尻屋の平年水J品変化と比較す

るとそれぞれ 5~60C ， 2~40C 高めに経過している。

考 察

これまで青森県において各沿岸に生育する 7 コンブ

を移値してその生長過程を観察した報告はないが，北

海道ではマコンブの形態や品質が海域によって大きく

異ることから，それらの形態的特徴とともに養磁品種

の選択を目的とした調査が行われている (SANBONSUGA

養成務休の生長量と流出量を穴あけ標織によって推

定したが，コンブ類の生長量についてはこれまで外国

産の種では Pank(1948)以来数多く報告されている

(SUNDENE 1964 MARKHAM 1973 ; KAIN 1976; 

CHAPMAN & CRAIGIE 1977; LUNIG 1979; CHAPMAN 

& LINDLEY 1980 ; DIECKMANN 1980 ; ANDERSON 
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et al. 1981 ; CALVIN & ELLIS 1981 ; BOLTON & 

LUNING 1982 ; GAGNE et al. 1982 ; LEE & BRIN 

KHUIS 1986)。

本邦て怯ホソメコンブ Lamirwraijaponica var religiosa 

(長谷川ら 1963;阿部ら 1983; 1985)， 1)シリコン

ブ L.japonica var ochotensお(柳田ら 1971)，ナガ

コンブ L.angusf<宝tavar longissima (佐々木 1969;

KAWASHIMA 1972)、 ミツインコンブ L.angustata 

(HASEGAWA 1969)等で報告され，それぞれの最大日

間生長量は2.51cm，1.6cm， 13cm， 8.15cmであるが，

今回の移柏種苗では 3月から 5月に段も両い生長量を

ボし、 O.64-0.86cmでこれまでの報告と比へ最も低い

値となり， H差海域では{氏い生長量となることがうか力、

われfこ。

本調査に御協力をいただいた'J、が1村漁業協同組合の

関係諸の各位，特に|百]組fr職員の山内労ー，成田直人

両氏には来荷台および調去に参加していただいたご記し

て感謝の豆、を表する
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ホタテガイの減水量について

信雄高林肇中谷

On measurement of filtration rate of the scallop， 
，園町、

Patinopecteη yessoensis (JAY) 

Hazime NAKAYA， Nobuo TAKABAYASHI 

Filtration rate of the scallop， Patinopecten yeお即日sis(JAY) was measured in the laboratory. 

Filtration rate was calculated from cell clearance and ranged from 0.63 to 1. 17 Q /h・日 dry wh 

at water temperature of 10.1-10.50C 

20 

Fig. 1 The changing algal concentration with 10 

scaJlops kept in 5 litres. of water. 
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(18: (0)に最大となったのち，再び減少した。この

時の 1時間当りのJ慮水量を計算すると，最大1.171Vh.

g dry wt，最小0.63s /h.g dry wt となり. 1日当

りの減水量は22.3H/day. g dry wtとなった。

以上の結果から供試貝(平均殻長3.4cm，平均軟体

日本産ホタテガイのj慮水量に関しては，これまで山

本(1977)の報告がある。山本は，ニュートラル・レ

ッドを用いてホタテカイのi慮水量を測定しているが，

得られた漏水量は， J丘縁種のそれに比較して析しく低

い偵であり，この測定には検討すべき点があると考え

られる。

著者らは，青森県水産増舶センターで培養している

ケイ藻 Phaeodactylumtricornutumを用し、てホタテガ

戸『イ減水量の測定を試みた。

実験に供したホタテカ、イは， 1986年 8月に久栗坂j中

で採苗後 4ヶ月間中間育成した稚貝(殻長3.1-4.4

cm)である。

まず，このホタテガイによるケイ様のi慮過効率を知

るため，濃度約 1mg/ R， のケイ謀懸濁海水 5R， の入っ

たアクリル水槽に10個体のホタテカイを収容し，眼光

度法によってケイ藻濃度を経時的に測定した。その結

果， Fig. 1に示したように，実験開始後1時間でホ

タテガイはケイ藻の約95%を減過した。

次に，ホタテガイの 1日当りの櫨水量を知るため，

Fig.2に示した装置に10個体のホタテカイを収容し，

2時間ごとに供給水と流出水のケイ藻濃度を測定して

Coughlanの式に従い減水量を算出した。供給水のケ

イ藻濃度は約 1mg/ eとした。結果は Fig. 3のとお
りで， 1慮水量は実験開始後次第に増加し 8時間後
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百日乾重量0.21g) lj町本・ 1日当りの減水量を計算す

ると， 4.69 t /〆dayとなった。
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ムシャギンポの生活史

塩垣 優

Life history of the stichaeid fish 

Alectri，αs benJ，α悦 znz

Masaru Shiogaki 

A lectrias be仰iaminiis a small stichaeid fish， less than llcm TL， inhabiting on shallow 

rocky shore and usually concealing under the stones， in rocky holes and crevices. 1t feeds main-

ly polychaetas and small crustaceans such as gammarids and isopods. Its geographical distribution 

is relatively wide， from th巴coastof southern Sakhaline， through northern ]apan Sea to Shantung， 

China. At breeding season， the sexual dimorphism distinctively develops in the dermal crest 

height and coloration 

1n the small aquarium， 13 adults fishes (5 males， 8 females) collected from Aug. to Nov.， 

1982 at the coast of Minmaya， w巴rekept and three spawnings took place under the oyster 

shells in Feb.， 1983. 1n each spawning， the spawned female parent was guarding an egg mass 

in a separate shell. Eggs were spherical， 1.66-1. 75mm in diameter exciusive processes. Egg 

membrane was composed of two layers， outer egg membrane was thick and light milky white 

and inn巴rone was entire smooth and transparent. Out巴rmembrane formed attaching processes 

at the contact faces where neighboring eggs cemented each other. And numerous s巴mi-spherical

small processes were developed on the whole surface of outer membrane. Y olk was transparent 

and an oil globule light yellow. 

The eggs found at 32-cell stage， developed in the water temperature of 5-9'C， and the 

hatching took plac巴 in40-47 days later. Newly hatched prolarvae were 8.2-8.8 mm TL 

and very slender with a remnant of the yolk and 60 pairs of myomeres. The hatched larvae 

were reared in a small aquarium for 51 days， fed with nauplii of brine shrimp Artemia sp 

The larvae grew to 14 mm TL in 34 days from the hatching and the most juveniles commencing 

the benthonic life on the bottom of the aquarium and then the secondary pigmentation on the 

body abruptly appeared and the body bearing light brown. 

Planktonic larvae and juveniles at natural habitats， along the coast of Aomori Pref.， 

were numerously collected by means of fish lamp from March to May. The maximum length 

of the last free switnming life at natural habitat was 21. 2立llTITL and extraordinary larger than 

that of reared specimens being 16.6 mm TL. The morphological differences between the 

reared specimens and the collected specimens from natural habitats were detected in some 

features 
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材料および方法

一般生態 1980-1981年には主として，青森県日本

海沿岸の赤石，大戸j頼，深浦，横磯，岩崎の岩礁海岸

て、， 1981-1982年には津軽海峡に面する津軽半島先端

部の龍飛，鳴神，上宇鉄の岩礁海岸で，多数の標本を

得た(130個体，全長26.0-107mm)。これらの材料によ

り，食性.成長，産卵期，二次性徴等について検討し

た。

産卵習性 1982年 8-11月にかけて，三厩村鳴神，

上宇鉄で採集した13個体(雄5個体，全長80-97mm

雌 8個体，全長80-107mm) を生かして，青森市港町

にある青森県青森地方水産業改良普及所まで持帰り， p-、
産卵実験に供した。実験水槽は卓上四面ガラス張水槽

(59X 29X 35cm) を用 Lヘ底面に砂礁を敷き，底面ろ

過循還式とし，室温の降下に伴ない11月24日から投込

み式のサーモス夕、ソト付100Wヒーターl本を用いて，

三厩村沿岸の天然生息場の水温変動に合わせるよう温

度調節を行ったが， 10-2月の聞はかなり低温で経過

した (Fig.1).水温浪rJ定は原則として毎日午前8時

半から 9時の間に行った。水槽には産卵巣として利用

させる目的で， 7 ガキ Ostreagigasの左穀片を 6個

底上に伏せておいた。海水は 1ヶ月おきに 2分の l

容量を陸奥湾に面する青森漁港岸壁から汲取った新し

い海水と交換した c 飼育期間中，餌料としてホタテガ

イ Patinoμcたnyessoensis用養殖カゴに付着していた

10 

ムシャギンポ Alectriasbenjamini Jordan and 

Snyderは全長11cm未満の小型の北方系ギンポ類の l

種であり，タウエガジ科 Stichaeidae，ムシャギンポ亜

科 Alectriinae，ムシャギンポ属 Alectriasに属する

(Jordan and Snyder， 1902 ; Makushok， 1958).本種

はムシャギンポ亜科魚類の中では，体高が最も高<， 

背鰭線条が全て強固であり，左右の眼上!感覚管が中央部

でゆ合する等の形態的特徴を有するほか，生物地理分

布上，極東種において最も南方にまで分布域を拡大し

ている点で特異な種である (Wangand Wang， 1935; 

Lindberg and Krasyukova， 1975). 

本種に関する生態・生活史に関する知見は少なし

徳屋・尼岡 (1980)の天然採集の稚魚の記載および岩

手県大槌湾における仔稚魚、の出現に関する知見(山下・

青山， 1980)があるのみである。

筆者は1980-1982年の聞に，青森県日本海沿岸およ

ぴ岡県東浬軽郡三厩村の岩礁海岸で本種の標本採集を

行い，三厩村海岸で採集した標本の一部を青森市まで

生かして持帰り，水槽内で産卵させ，これから卵子化し

た仔魚を小型水槽内で底生移行若魚まで飼育した c

また，青森市港町の青森漁港内およぴ東津軽郡三厩

村上宇鉄および当所前浜の実験筏で，夜間，水上灯を

点灯し，集まる仔稚魚の採集を不定期に行"， 3 -5 

月にかけて多数の本種の仔稚魚、を得た。これらの材料

によって，本種の生活史の概要を知り得たので報告す

る。

，園、
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イソゴカイ Perinereisbrevicirris，ヨコエビ類Gammarids，

天然採集のアミ類 Mysids等を与えたが，イソゴカ

イをよく摂餌した。

卵および匪発生 産卵実験槽内で得られた 3卵塊の

うち，昭和58年 2月5日に得られたNo.1卵塊を親魚、か

らとりあげ，水槽上面に設置した小網に収容し，網内

にエアストーンを投入して強〈エアレーションを施し，

卵管理を行った。腔発生期間中の水温は 5-90Cの変

動を示した (Fig.1).卵膜は後述するように半透明で

あり，発生が進むにつれ観察が困難となったため，目主

体尾部が伸長してからは卵膜から腔体をとり出して観

察した。

~..ì、化仔魚の飼育および仔稚魚の形態 産卵実験で得

られた 3卵塊 (Table2)のうち， No.1， 2は卵管理中に

卵塊内部に死卵が多数出現し，ふ化した仔魚、も活力が

なく，飼育には使用しなかった。卵塊発見の 2月21日

からふ出間近の 3月26日まで雌親魚に保護させたNo.3

卵塊からは親魚からとりあげて 2日後に，一斉に大量

ふ化した。これらのふ化仔魚を飼育実験に供した。飼

育水槽は産卵実験に用いたものと同型水槽を用い，水

槽内には何も敷かず，止水式とし，弱〈通気した。温

度管理は行わず，室温に放置したため 4月以降，天

然海水温よりも日変動が大きし高目に推移した (Fig.

1).飼育は 5月19日まで51日間継続した。飼育餌料は

ブラインシュリンプ Artemiasp.のふ化幼生のみを用

いた。水槽水はほほ、毎日 2分の lないし 3分の2容量

の換水を行った。飼育開始1ヶ月後の4月25日には稚

魚の遊泳力が増し，採光↑則のガラス壁面に強〈吻端を

すりつけるようになったため，採光側のガラス面の 2

面を遮光し，稚魚、が適度に分散するようにした。仔稚

戸ヘ;魚!の観察，計調IJ，描画は全て第三アミルアルコールで

麻酔して静止させたものを用いた。

天然仔稚魚の形態 1985年 1-5月の問，夜間に水

上灯を海面に照らし，集まる仔稚魚の採集を青森市港

町の青森漁港内，当所前浜の実験筏および三厩村上字

鉄の 3ヶ所で行い， 3 -5月にかけて多数の本種のf子

種魚を採集した。これらの標本をもとに，飼育仔稚魚

との形態比較を行った。

結 果

一般生態

地理的分布 樺太南西沿岸，沿海州，オホーツク海

道東沿岸を除く北海道沿岸，青森県日本海・津軽海峡

西部沿岸から陸奥湾，山形県沼田，中国山東半島沿岸

に及び，太平洋沿岸では岩手県富古から知られる

(Snyder， 1912; Wang and Wang， 1935張ほか， 1955 

本間， 1963;阿部・新井， 1968 ;上野， 1971 ; Lindberg 

and Krasyukova ， 1975 ;塩垣， 1982; Shiogaki， 

1985). 

生息場および食性 青森県日本海沿岸~三厩海岸で

の採集調査では，いずれも水深 2m以浅の岩礁海岸で

採集されており，岩の間， くぼみ，石の下，穴，割目

といった隠れ場に潜んでいるが， タイナンギンポ

Dictyosoma burgeriの若魚、のように潮間帯に入ること

はない。生息場の岩上には有節サンゴモのサンゴモ亜

科 Corallinoideae類や，スカそ Phyllofi.μdixiwatensis 

がみられ，本種はこれらの背景に合せて巧みに体色，

斑紋を変化させており，体色変異は著しい。胃内容に

は多毛類，ヨコエビが主にみられ，等脚類Isopods，小

巻貝 Gastropodsも認められた。量的には多毛類が主

餌料となっている。

Table 1. Number of mature ovarian eggs of Alectrias benjamini， in the specimens reared 

in the aquariuπ1 

No.of TL Tota! number Egg diameter Fixed 
of mature 

speclmens mmπ1 ovanan eggs mmm date 

80 550 1目1-1.2 Feb目 21，1983 

2 83 489 1.0-1.2 Feb. 21， 1983 

3 83 787 1.1-1.2 Feb. 21， 1983 

4 86 705 1.1-1.2 Feb. 21， 1983 

5 101 1097 1.1-1.2 Feb. 12， 1983 
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成長および成熟 5%集標本の全長組成の推移からみ

て，満 l年で 4~ 5 cm，満 2年で8~ 10cmに達すると

みなされ，最大全長でも llcm未満である。満 2年で成

熟し，寿命を終える。抱卵数は全長 8~ 10cmの 5111i]体

につき， 489~ 1097である (Table1).卵巣卵は単一組

成を7]、し，同時 l回産卵首位を示す。成熟卵巣は左右

がゆ合した単一型を示すが司先端に欠主IJがみられる伺

体もある。成熟卵巣卵は直径1.0~1. 2mmで， /炎黄白色

を呈ーする。産卵期は後述する水槽内産卵，本県沿岸に

おける仔稚魚、の出現状況 (Table3)，および大槌湾に

おける仔稚魚、の出現状況(山下・青山， 1980)からみ

て，最低水温期て山ある 1~ 2月が盛期とみられる。

Fig. 2. Mature adults of Alectrias benjamini kept in the aquarium for the spawning experiments. A， 

gravid female， 101.0 mm TL， fixed on Feb. 12， 1983 B， male， 86.5 mm TL， fixed on Feb. 21， 

1983 

二次性徴 本陸の形態につ¥'ては Jordan and Snyder 

(1902)， Shiogaki (1985)等がすでに報告しているが‘

二次性微についての報告はなしら産卵期近くになると，

雄では頭部皮弁が高くなり司目長径大に達する， 77鰭庁ij

端部の第I練と第2紋の聞の鰭膜に睦イL径j、の小布、静色斑:

が発現する，日'I!i則・腹自の料走黒褐色粂;ま消失し.日比かり

後方に射出する 2条の褐色:¥tfが顕著となる，版部・胸

部腹出の小黒点群も消失するー主上顎'局後端背部にbt

色斑が発現する，野鰭がjj¥、捻色を呈する等の性微をiJ、

す。一方，断では未成f乱期のf本型を保持しており，日貝

音11には小泉点ないしは斜走粂根県が顕者である c 日侯百[i，

胸腹凶iには小守、点きと密イtJしている。なお，雄の頭部皮

弁l土産卵期にのみ急激な発達がみられるものであって，

産卵期外では雌雄ともにfI心、 (Fig.2)。

水槽内における産卵

水槽[九jで前後3回の産卵がみられた (Table2)ー12月

下旬には雌の腹部7)膨大が認められるようになり， 1 

月中旬jには雌わっち 3i肉体の Ij長官1; の膨大が~fI-:fiとなり，

服部を透して J)IJ 粒が託、灼ら~ 1.. 雄の性微もはっきりし

てきたー 1月22日:ニ;土フウキ設内で l組の番いがみられ，

2 n 5日に¥，.1の産卵が確認きれた。産JlI'行動につい
ては全く観察できなかったコ卵塊は細長し中央に縦

に走る凹人溝が形成きれており，、!ι板状のものをJL(

巻いた形状を呈するものや司制1I士〈の塊甘えをピーするものと

種々であった c 卵塊の保護;土 3f列とも，産卵した批.Ii親

魚、が当っており，卵塊にf本を押しつける紅度の保護状

況であり，積極的に体尾部で卵塊を巻きつけて保護す

る行動はみられなかうた 3 しかし， :¥0.3親魚、では発生

戸圃旬、

.-.. 
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Table 2. Spawnings of Alect阿部 benjaminiin the aquarium. Oiameter of egg membrane is 

measured exc1usive attaching processes 

Spawning No. 
Egg mass size 

Oiameter of 

m
 
n
 

TL (mm) of 
egg membrane 

spawned and 
(mm) 

Oiscovery 

date 

Embryonic 

development 

stage 

Estimated 

spawning date 
breeding female 

mean十SO

1.73土0.04
Feb. 5， 1983 

32 cell-stage 
44 X 26x 16 107 Feb. 4， 1983 

(n=30) at discovery 

1.75土0.04 late morula stage 
34X26X 13 87 

(n二 30)
Feb. 16， 1983 at discovery Feb. 14， 1983 

，園、、 gastrula stage， 

1.66士札05
blastoderm covering 

3 34X28X12 99 Feb. 21， 1983 2/5 of yolk surface ; Feb. 18， 1983 
(n二 30) 。bse円edon Feb. 23 

が進むにつれて，体尾部を振って保護する行動がみら

tLrニ。

卵およびH発生 卵膜は内外二層からなり，外層は

やや厚く乳ドI色を惰び，顕微鏡ドで削彩を放つ。しか

し，半透明で発生初期!の卵内の観察は容易である。内

層は薄<，無色透明である。外層は|緯接する卵股との

聞に付着突起を形成L，なおかつ卵膜全体に、l'球状の
小突起を多数備えている。この小突起はムヅムシャギ

ンポ AlectriasmuおuensisShiogaki， 1985 のそれ

ou日， 1985) のように顕著ではなく，基底部径125
-175μmであり， r白Ij:さは非常にかLく， ~IT微鏡ドにおいて

も全く認められない卵もあり，その小突起の r~l さは変

異が許しい (Fig.4A-D)付着突起を除いた卵膜径は

3 WIJの平均値で1.66-1.75mmであった (Table2)無色

戸由民 透明の卵黄には発生十]淵には淡黄色のkirl1球 1似と多

数のノj、J由球を伴うが，発生が進むにつれて径約480

-500μmの大油球 1例にまとまる。池上;j(IGJ辺にはn色
~~:;II\物質がある。

2 月 5 日午前 11時40分にN(J.l 産卵を体認した~~， 32 

細胞期にあった卵は53時間後に後期桑実佐知j(Fig. 4 

A)にi主し， 96時間後にはのうれ期 (Fig.4B)， 333時

間後にはH{~が形成され (Fig. 4C)， 3問時間後には肢

体尾古11が卵黄から遊離し (Fig.4D)， 552時間後には1主

体尾部は長く伸び， 11長にうすく黒色素胞の沈着がみら

れるようになり，日旬鰭原基が出現し， 1吻，以球周辺部

に多数のふ化酵素腺がみられ，卵l莫が~)j くなり， ~H本

長は4.5-4.9mmに達する (Fig.4E). 629時間後には党

~ll. L， ill.にクアニンの沈着が認められ，腸管背部およ

び体尾部腹正中線上に微小黒色素胞が多数出現してい

る。腕体長は6.15-6.80mmに達する (Fig.4F)卵発見

から40日目からふ化が始まり， 47日日までには大半が

ふ化を終えた。

産卵からふ化までの Ooc以上の償算温度を概算した

結呆， 260-280oC・日であった。

仔稚魚の形態 ふ化直後の前期仔魚、は全長8.50:!::

0.24mm (n=18)で，者しく細長く， TI_良部は小さし、o

Hnは大きく，総色に輝く。吻端から)]1門までのsI門長は

体長の42.1%を市める。必長，体高(旺門部は111;1体に

よりその突出の程度が異なるので，日工門音11を除いた腹

部の最大体高とした)および、体尾rillの最大体高(以卜
尾古1，体高と材、する)の体長l七はそれぞれ8.6，7.7， 

19.2てゃある。筋肉節]原基は60(17+4:，)を数える。体

には具、色素胞のほかには，日長fr!から項部が淡黄色を呈

するのみである。黒色素胞は9tlJi'l古1，に 0-21同(通常

l個人工良吉1¥に 11ltlがみられ，腸管背面に大型のもの

が 5-7 j固(通常 5j~占1) が j宝なり， lt(腸後縁部に数j[占!

が密集する。腹部の腹正中線上には|白;線状に並ぶノj、黒

色素胞がl直腸前)jまで伸ひ¥喉部には左右対をなすも

のが馬蹄形に配置するか，中央でまだ合していない。体

地百五脊髄背面には疎に並ぶ黒色索胞が ダIJに士虫干t:し，

))[ 門後方の 2-3筋肉節をおいて小点状の黒色素胞カ、

各筋肉IIiJ卜討市部に街花する。「主維1量的jはわずかに膨ら

み，小果、色素胞が数個みられる。卵黄.1山球をまだ多

量に残している。{子魚、は強いすう光作を示す (Fig.5A).

ふ化後4日目で卵黄を吸収し尽くし，後期イ子魚、期に

注する c 全長は9.19士0.32mm(n=16) となる。日長古11

はやや縦扇し，吻の発注がみられ， i本尾部の体高が増

し，尾鰭条!尿基がわずかにみられる。工良部の黒色素胞

は皮下に珂杭している:l9良長，体j丸尾部{本自iの体長

i七はそれぞれ7.1，11.5， 16.6である (Fig.5B).
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Fig. 3. A female parent of Alecl加sbenjamini in the aquarium， guarding an egg mass in the 

nest of oyster shell. Shell was turned up to show breeding female. (Photos， on Feb. 

12， 1983) 

ふ化後12日目には仔魚、の全長は10.87土0.70mm(n= 

17) となり，体高がさらに増L，尾鰭の形成が進む

(5/5 l.尾椎はわずかにと屈するのみ。背鰭基底部

に背鰭東京条の原基がわずかに認められる。体尾音11の脊

髄背面に点在していた黒色素胞列は前進し，その先端

は紅門直上に達する。筋肉節原基はW字状となる。喉

部の黒色素胞は左右のものが中央で合し，後方の直線

状の点列とも合する。これより前方に新たな小黒色素

，-. 

，圃h、
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Life history of the stichaeid fish Alectrias benjamini 

Fig. 4. Embryonic development of Alectrias benjamini， observed on eggs spawned on Feb. 4， 1983. A， 

late morula stage， 53 hrs later 32.cell stage ; B， gastrula stage， 96 hrs later ; C， lens formed stage， 

333 hrs later ; 0， tail developing stage， 389 hrs later ; E， 4.5-4.9 mm long自由'ryo，552 hrs latぽ;

F， eyed period， 6.5-6.8 mm long， 629 hrs later. Water temperature of incubator was fluctuating 

from 5 to 8 'c. 
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Fig. 5. Reared larvae， juveniles and young of Aleclrias benjωnini. A， newly hatched prolarva， 8.5 mm TL ; 8， 

early postlarva， 9.8 mm TL， 4 days after the hatching ; C， 11.6 mm TL postlarva， 12 days 

after ; 0， 14.6 mm TL early juvenile， 21 days after E， 16.2 mm TL juvenile， 32 days after， in 

the last free swimming life ; F， 15.2 mm TL juvenile， 34 days after， commencing benthonic life ; 

G， 17.1 mm TL young. 45 days after 

戸圃崎、

，・h、
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胞の出現が認められる。日工門後万の筋肉節下端の黒色

素胞は背方に小枝を伸ばしている。筋肉節原基は59

(16+43)を数える。頭長， {本高，尾部体高の体長比

はそれぞ、れL7.2，11.0， 13.6である (Fig.5C).

ふ化後21日目には仔魚、の全長は13.73::+::0.80mm(n二

10)となり，体高をさらに増す。胸・尾雨j鰭条の形成

が進み，それぞれ10，III十 6/5+IIの鰭条定数に

達する。背・腎両鰭の鰭条原基の発達は遅れている。

体尾部の体高はさらに増すが，腹部の体高を卜M らな

い。尾椎末端は鋭〈尖り，その先端は尾鰭に大きく突

き扶けている。新たな黒色素胞が下顎末端，峡部，耳

胞下部にみられる。 E員長，体高，尾部の体高の体長比

，画、はそれぞれ6.8，7.8， 10.3となっている (Fig.5D).

ふ化後31日目には，底生生活に移行した個体が出始

め，頭部がうすく茶褐色を早するようになった。

ふ化後32日日には全ての鰭条が定数に達し，稚魚、期

にi圭した。全長15.01::+::1. 15mm (n=l1)と成長差が著

しくなっている。体引はよく整っており，胸・尾向鰭

は大きい。旺門前方 F音1¥に仔魚、鰭膜が残存しているが，

ほとんと、消失しかかっている。背・腎nr'J鰭は体尾部中

央古1¥で最も高い。奇髄背面の豆、色素胞列は前進し，そ

の先端は胸鰭後方まで達し，項部ドてい前方のものと連

続している個体もある。 H門後万の腹正中線上の黒色

素胞は各鰭条慕底から，各f日鰭骨に沿って前背方に伸

びている。頭部には小褐色点が密布し， i艮を通る斜走

条紋を形成しかかっている。背・腎・尾鰭の縁辺には

黄色素胞が散在している。頭長，体高，尾部体高の体

長比はそれぞれ6.5，7.9，8.9となる。これらの稚魚、は

日中の水槍内では自由遊泳を行っているが，夜間は水

戸『槽l氏に着底している個体が多くみられ iチi互生活末期]

にある。それぞれの鰭式は DLIX， A 1， 40， C 6/5， 

P 10であり，筋肉節は57(19十38)を数える (Fig.

5E). 

ふ化後34日には約半数のものが底生生活に移行して

おり，水槽底で体尾部を丸く曲げて静止している。底

生生活に移行したものの無作為抽出個体の全長は14.82

::+::0.51mm (n=15)であり，体表の色素の発現に著し

い個体差があり濃淡の差が大きい。まだ，水槽内で自

由遊泳生活を続けているもの，底生生活へ移行して間

もないもので，まだシラス状のものの全長はそれぞれ

14.86::+::0.43 (n= 5)， 14，'F土0.56mm(nニ 5)と両者

聞に統計的有志差はみられない。

底生生活へ移行した全長15.2mmの稚魚、(Fig.5F)で

は，体表全面に小禍色点が密布しており，淡赤褐色を

呈し，頭部は濃黒褐色を呈する。吻部から眼隔域に皮

弁の発達がみられる。{子魚鰭膜は消失している。背鰭

線はより強同となり.背・啓・尾鰭の縁辺部は黄白色を

呈する。尾部俸状骨はまだ尾鰭に長〈突出している。

鎖骨下端部はやや突出している。腹鰭はその原基すら

認められない。頭長，体高，尾部f本高の体長比はそれ

そ、tL6.1，7.4， 9.1となっている。

ふ化後45日目の稚魚、は全長15.94士0.68mm(nニ 10)

となり，全長17.1mm(Fig. 5G)のものは若魚、期に達

していた。頭高の増大，胸・尾両鰭および尾柄肖の相

対的縮小が著しい。体は全体に黒褐色を呈し，背・腎・

尾鰭縁辺は黄白色を主する。背・啓両鰭基底部に新た

な黒斑が形成きれており.体側正中線上に小白色点列

が認められる。 l吻部の皮弁は未発達て1 その後端は眼

隔域を越えなし、。左右の惚膜は前厄でゆ合中であり，

まだ峡部に付着していない。体尾部にまだ鱗は認めら

れなし、。版径および全長に占める旺門長は飼育期間を

通じて，ほとんと変化がみられなかった。頭長，体高

の体長比はそれぞれ5.4，7.3となっている (Fig.5G).

天然採集の仔稚魚

天然採集のホルマリン同定標本についてみると，飼

育した生時の標本と比べてかなりの相違が認められるの

で，各成長段階について図ぶした (Fig.6A -F).本県

沿岸での本稀仔稚魚、の出現状況は Table3にぶした

ように， 3 -5月におよんでおり，本飼育実験の期間

並び、に岩手県大槌湾ていの出現期間(山下・青山，1980)

ともよく合致している。

飼育標本(生時)と天然標本(固定)との問にみられる形

態的相i主は以下のように要約される。 1)天然標本では

体高が高し、;2)飼育標本では，全長に占める服径の大

きさに各成長段階を通じて顕著な変化ヵ、みられないのに

対して，天然標本では後期if魚、期以降， ilt.径の相対的縮

小か若しい;3)天然根本では体の黒色素胞が全体的に

縮小していること;4)浮遊生活末期の最大全長は天然

標本で21.2mm，飼育標本で16.6mmであり，その;差は者し

い。すなわち，炊い水槽内での飼育条件 Fでは，天然の

仔稚魚、の成長速度よりも早く段階移行し，早期に底生生

活へ移行してしまうものであろう;5)天然標本では尾

権末端(尾部惨状骨原基)は長く尾鰭条間に突出する

ことはないが，飼育標本では異常に長く突tHしている;

6 )両者の各鰭の鰭条数には差がないが，筋肉節原基

数には顕著な差が認められ，天然標本で多い。すなわ

ち，飼育標本で17-19+ 38-43=57-60であるのに対

して天然標本のそれは18十45-47=63-65である。北

海道山i館周辺およひ、噴火湾臼尻海岸で奴集された天然

標本でも，同様に多い(徳屋・尼岡， 1980)。この原因

としては，卵発生期間中の水J品の影響が考えられ，産

卵実験て、得た卵は気慌の影響を受けやすい低潮線付近
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Fig. 6. Larvae and juveniles of Alectrias benjω抑制 collectedby means of fish lamp. A， 8.1 mm TL 

postlarva 8， 12.6 mm TL postlarva C， 14.7 mm TL early juvenile 0， 16.3 mm TL 

juveni1e E， 16.8 mm TL juvenile ; F， 18.6 mm TL juvenile， in the last planktonic life. 
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Table 3. Occurrences of larvae and juveniles of Alectげasbenjm制 ni.collected by means of 

fish lamp at three localities of Aomori Pref. 

，ー、、

Coll. Coll Coll. 

No Date Time 

March 13， 18 : 44-

1985 22 : 20 

March 18， 20 15 -
2 

1985 23 : 20 

3 
March 24， 18 : 00ι 

1985 22 : 00 

孔/[arch29 19 : 20-
4 

1985 22 15 

5 
April9， 19 : 27-

1985 22 : 25 

6 
April 16， 18 : 30-

1985 20・10

7 
乱1ay2， 18 : 00-

1985 21 。o
8 

孔1ay11， 19 : 00-

198:; 22 : 30 

てい産JJIJされる天然卵よりも高水温下で発生が進んだた

めと考えられる。 (Figs.5， 6) 

{本側鱗の発達

成魚、においては，啓鰭第 3-4軟条基底直上以後の

体尾部には径約250-300川の微小円鱗が五いに重なる

ことなく皮下に密に埋在している。この鱗の発生はili

戸『く，全長約35mm位までは全く無鱗であるが，以降急速

な発注がみられる。全長38mmのものでは径約150-175

，umの微小円鱗が体尾部体制lj正中線上に 1-251]となっ

て少数のものが出現している。全長40mm前後てすま鱗列

は3-5に増え，その先端は脅鰭第 5軟条l白J"に達し

ている。尾柄部周辺は無鱗である。全長50mmで1土有鱗

域が体側中央から背，腹方lこ広がり，その先端はすで

に瞥鰭第3軟条南 Hこ達しており，鱗径は175-200μm 

である。全長70mmて¥鱗径は225-300μmに達し，鱗の

発達はほぼ完成するが，足柄部および背・腎鰭i面j鰭基

底音11には無鱗域がある。

頭部皮弁の発達

金長17-18刊の底生生活移行1去の飼育標本では，頭

部皮弁の基!まは吻端から服隔城中央音11までしかなし

低い。 服上感覚管(鼻骨骨 眼隔管ー限後管)は左右

対をなし，皮弁の基底後端部で左右のものが接近して

Catched specimens 
WT  

No. of Range of TL Cc) 
Locality 

spec 

82 

2，779 

246 

1，201 

209 

584 

63 

6 

(mm) 

Minato.machi， 
8.3-10.9 4.8 

Aomori City 

8.0-10.9 6.2 Ditto 

Kami.utetsu， 
9.2-13.3 unrecorded Minmaya 

9.3-13.2 6.6 Minato.machi 

9.5-17.3 9.5 Ditto 

Moura， Hiranai. 
10.6-2l.2 6.9 

machi 

1l.0-18.7 11.1 Ditto 

15.3-16.8 unrecurded Kami.utetsu 

いるが瓦いに妙、立して並行している。全長26mmの天然

採集標本てーは頗部感覚符およびその外部関口はほぼ完

成しており，頭部皮弁も眼隔域後方で低いが，その後

端は成ff!，同様に後頭感覚管の最後};の開口直前部まで

延長している。

このように司頭部皮弁の後}jへの延長は，感覚管

(特に眼隔管)の形成，発達と関連があるものと考え

られ，段階的発達をとるものとみなされる。

さh
両冊 議

本種とI百JJ，暑の青森県陸奥i脅から報告されたムツムン

ャギンポとは卵，f{-稚魚の形態においても著しい相違

が認められる。本極の卯膜はムツムシャギンポのそれ

よりも大きく，かっ，外卵膜はより厚し卵膜表l向の

小突起はより低く，不顕著である(塩垣， 1985).また，

J、化仔魚、の大きさも本極の方が大きし黒色素胞の配

ダIJには以下の際立った相違点がある。 1)頭l頁部の黒

色素胞は本栂では通常 1j同と少ない(ムツムシャギン

ポでは 5-7個)， 2)腹腔??面の大型'J黒色素胞は5

-71固と少ない(ムツムシャギンポでは 8-10例入

3 )脊髄背面の黒色素胞は仔魚期においては疎に並ぶ。
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また，稚魚、期の体高は高い(塩垣， 1986). 

本亜科魚類の特徴である頭部の皮弁の発達をみると，

稚魚期には吻端から眼隔域中央部までしかその基底は

なく，後頭部まで連続的な発達がみられない。この初

期の皮弁の基底域は同亜科のニセキタノトサカ属

Pset仰 lectriasおよぴキタノトサカ属Alectridium成

魚の皮弁の基底域と同じである。このことは，後頭部ま

で発達した皮弁をもっムシャギンポ属 Alectriasカ

ンムリギンポ属 Ano戸larchus魚類の方が皮弁の発達

の点てコより分化していることを端的に示しているも

のである。

本種の体高は著しく高いものも認められるが，これ

らは成長期の初夏~秋までみられるもので，飽食した

結果，腹部が膨出している個体である。 Jordanand 

Snyder (1902)では体長は体高の5.8倍としているが，

筆者の得た値は5.4-7.0倍と変異が大きい 3 従って，

本属魚類の体高のiRIJ定部位は腎鰭始部をとった方が妥

当であろう。

魚類の稚魚、が著しい変態を遂げて底生生活へ移行す

る場合には体の縮小を伴なうことがあるが，本種の場合

では底生移行直前期のものと，底生移行群の全長測定

結果からは体の縮小傾向は認められなかった。ふ化後

39日目に，飼育中の浮遊生活を続けているものと，す

て、に底生生活へ移行しているものを無作為に抽出し，

全長測定を行った結果，浮遊生活にあるもので平均全

長14.38土0.66mm(n=17)，底生移行のもので平均全

長15.36土0.47mm(n=21)であり，両者間に統計的有

意差が認められた(信頼確率99%).
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